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そこで、発電用軽水炉用燃料に使

用されるジルカロイ－４製被覆

管に作用する、周方向に対する軸

方向の応力比（以下、応力比）を

正確に制御可能な二軸荷重負荷

試験装置を新たに開発しました

（図 2-7）。 

そこで、東京農工大学桑原教授ご

協力の下、同教授ら *が開発した

軸方向の応力比（以下、応力比）

を制御可能な二軸荷重負荷試験

装置を基に新しい試験装置を製

作しました（図 2-7）。 
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被覆管のような細い管状試料に

適用することは従来困難でした

が、新しい治具と制御プログラム

の開発を経て、

装置製作に際しては、新しい治具

の開発と制御プログラムの最適

化を行い、被覆管のような細い管

状試料に対して、 
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最終行後に追加

― * Kuwabara, T. et al., Yield Locus and

Work Hardening Behavior of a Thin-

Walled Steel Tube Subjected to

Combined Tension-Internal Pressure,

Journal de Physique IV, vol.105,

2003, p.347–354.
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